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᷷ᷝ
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ち
あ
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の
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は
ᷝ
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ー
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リ
ー
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通
じ
て
᷷
普
通
の
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々

で
も
素
晴
ら
し
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仕
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げ
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ち
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２
０
０
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げ
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仕
事
を
通
じ
て

示
さ
れ
る
愛
ゆ
え
に
素
晴
ら
し
い
と

言
え
る
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で
す

ロᷞ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し

て

私ᷝ
た
ち
は
た
だ
口
先
で
人
類
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を

語
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ロᷞ
ー
タ

リ
ア
ン
で
あ
る
私
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合

う
の
で
す
᷸ 

ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と

に
᷷
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５００
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レ
ク
ト
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私ᷝ
た
ち
の
時
間
と
才
能
と
お
金

を
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た
人
々
と
分
か
ち

あ
Ḉ
て
い
ま
す
᷸ 

さ
ら
に
ᷝ
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
ま

す
᷷ᷞ
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タ
リ
ー
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け
る
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か
ち

あ
い
と
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分
自
身
に
不
要
と
な
Ḉ

た
も
の
を
施
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
ᷞ
分
か
ち
あ
い
と
は
ᷝ
人
の
た
め
に
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を
忘
れ
て
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ら
を
捧
げ
る
こ
と
で

す
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ー
タ
リ
ア
ン
は
た
だ
独
り
で
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か

ち
あ
い
を
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行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
な
い
ᷝ
単
独
の
ク
ラ
ブ
で
は
地
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会
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
ᷝ
世
界
中
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
に
支
援
を
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め
れ
ば
よ
い
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だ
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ソ
ン
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ク
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ᷝ
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ᷞ
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る
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修
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携
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ガ
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ᷝ
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ᷝ
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ᷝ
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᷷ᷞ
ロ
ー
タ
リ
ー
は
分
か
ち
あ
い
の

心
᷸
は
ま
た
ᷝ
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迎
え
入
れ
る
と

い
う
大
切
な
仕
事
に
加
え

元ᷝ
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の
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な
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ᷝ
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ᷝ
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ᷝ
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ᷞ
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ᷞ
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ᷝ
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だ
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ᷝ
ど
う

か
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ᷞ
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力
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大活躍でした。 


